
2025 年 10 月吉日 

師範・道場責任者各位 

極真拳武會 埼京支部 

支部長 岩田 学 

 

埼玉県児童福祉施設協議会 松山基金チャリティー 

拳武チャレンジ ビギナーズ空手道選手権大会 出場選手募集について 
 

拝啓 

 寒冷の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご厚誼にあずかり、厚く御礼申し上げ

ます。この度、下記日程にて第５回 拳武チャレンジ空手道選手権大会を開催致します。皆様のお力添えを賜れ

ますと幸甚でございます。別紙にて募集要項及び参加申込書を添付致しますのでご確認頂き、ご不明な点につ

いてはお問い合わせ下さい。 

敬具 

記 
 

日時： ２０２６年１月１２日（祝月） 

場所： BumB東京スポーツ文化館  

時間： 2部制による 詳細は決定次第、大会公式ＬＩＮＥアカウントでお知らせ致します。 

主催： 極真拳武會 埼京支部 大会実行委員会 

 

【申込書、及び出場費について】 〆切 ２０２５年１２月８日(月) 

① 参加申込書を 12月 8 日必着で郵送。 

② 出場費は以下、１２月１２日（金）までに指定口座へ振込入金をお願い致します。 

・ペイペイ銀行 ・本店営業部 ・4088637 ・ケンブチャレンジタイカイイワタマナブ 

大会お問い合わせ  大会実行委員会 岩田 学 

〒3360027 埼玉県さいたま市南区沼影 1－30－29 

℡ 080-9204-0605   

 

注１：施設駐車場は限りがあります。。電車、もしくは最寄りのコインパーキングをご

利用ください。 

 

注２：体育館施設敷地内は全て禁煙です。喫煙トラブルが見られた場合、道場単位で

の出場をお断りする事があります。 

 

 

大会公式ＬＩＮＥアカウントへの
登録をお願いします！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【極真拳武會主催大会における個人情報および肖像権に関わる取扱いについて】 

極真武道空手連盟 極真拳武會は、主催する各大会の参加申込書等を通じて取得される個人情報及び肖像権の取り 

扱いに関して以下のとおり対応します。 

【大会申込書に記載された個人情報の取り扱い】 

◆大会プログラムに掲載されます。 

◆競技会場でアナウンス等により紹介されることがあります。 

◆競技場内外の掲示板に掲載されることがあります。 

 

【競技結果（記録）等に関する取り扱い】 

◆認められた報道機関等により、新聞・雑誌及びホームページ等で公開されることがあります。 

◆大会プログラム掲載の個人情報とともに、本会が作成するホームページ及び記録集等に掲載されます。 

◆新記録、優勝及び上位入賞結果（記録）等は、次年度以降の大会プログラムに掲載されることがあります。 

 

【肖像権に関する取り扱い】 

◆認められた報道機関等が撮影した写真が、新聞・雑誌・大会報告書及び関連ホームページ等で公開されることが 

あります。 

 

【極真武道空手連盟 極真拳武會としての対応について】 

◆取得した個人情報を上記利用目的以外に使用されることはありません。 

◆大会参加申込書の提出により、上記取り扱いに関するご承諾を頂いたものとして、対応させていただきます。 

 



試合規約について 

[試合時間] 

① 大会で定められた規定時間を試合時間とする。 

 

[勝敗] 

① 型の勝者は「判定勝ち」、「失格」、「棄権」により決定される。 

② 組手の勝者は「一本勝ち」、「 技あり」２本による「合わせて一本勝ち」、「 判定勝ち」、 相手選手の「失 

格」、「棄権」、による勝ちにより決定される。 

③ 本戦の試合で勝敗が決まらない場合は延⻑戦を⾏う。 

④ 延⻑戦で決まらない場合は体重差（大会規定）もしくはマスト判定により勝者を決する。 

⑤ 体重差でも決まらない場合は最終延⻑戦を⾏う。最終延⻑戦の試合時間は延⻑戦と同じ試合時間とする。 

 

[一本勝ち] 

①反則箇所を除く部分へ、手技足技を瞬間的に決め、そのダメージにより 3 秒間相手選手をダウンさせたとき 

②高校生以下は上段に技が決まって倒れた場合は全て「一本勝ち」とする 

③戦意を喪失させたとき。 

 

[技有り] 

① 反則箇所を除く部分へ、手技、足技を瞬間的に決め、そのダメージにより一時的に戦意 を喪失させたとき。 

② ヘッドギアを着用している試合はノーガードで相手選手の上段に足技が決まったときは、 全て「技有り」とす

る。但し、その技が有効か不十分かは審判が判断する。（ヘッドギア未着用クラスはこの限りではない。） 

③ 手掛け、掴みなどの反則が無く「足掛け」で相手を倒して下段突きを決めたとき。（「下段突き」は「見極め」 

を明確にするため瞬間的に止め、審判員が確認できるタイミングで 引き手を取る、確認できないような引き手 

の取り方は「技有り」とならない時もある）。 

④ 下段蹴りを決め、一挙動で転倒させ相手のバランスを崩した時（片膝や両手をつき対戦者を見失った状態）に下

段突きを決めた場合は「技有り」とする。 

⑤ 胴廻し回転蹴りのような捨て身技を避けて下段突きを決めた場合も「技有り」とする。 捨て身技を使う場合 は

下段突きを決められないように素早く立ち上がること。 

⑥ 下段や中段の合わせ技が正確に決まり一挙動で倒れた場合、「下段突き」がなくても「技有り」とする。 

⑦ 上段への足技でバランスを崩し一挙動で倒された場合、上段部位を防御していたと しても「技有り」とする。 

⑧ 「技有り」は２本で「合わせて一本」となる。 

 

[反則]  以下の場合「反則」とする。 

a.手、肘による顔面への攻撃。手先が触れても「反則」となる場合がある。但し、顔面 を牽制することは自由。 

b.手、肘による喉および首への攻撃。 c.金的への攻撃。 d. 頭突きによる攻撃。 e.倒れた相手への攻撃。 

f. 背骨への攻撃、 g. 頭をつけての攻撃。 

h. 手を掛けての攻撃。（ルール上、肘から上は 肩とする。）  

i. 相手選手の道着、手足を掴んだ場合。 

j. 相手選手の胴体や肩を掌底もしくは拳で押した場合。 

ｋ. 技を出さないで接近する⾏為。ｌ.技を出して接近し、その後、前項のｌと同じ状態になった場合。 

ｍ. 膝関節に対する前蹴り、足刀、踵等による直線的な攻撃をした場合。 

ｎ. 以上のほか、「 技の掛け逃げ」など審判が特に「反則」と見なした場合。 

「反則⾏為」は、審判団の有効規定旗数で認めた場合「注意」が与えられるが、軽微な反則、有効規定数に満たな

い反則の場合は主審の判断で「警告」が与えられます。（警告は判定に影響しない。） 



判定基準目安 

 

 
 

両者の差が「注意」１つの場合は、勝敗への影響は少ないので、試合内容で判断する。 

但し、最終延⻑戦において試合内容が全く互角であった場合は、「注意１」を取られた方が負けと判断する。 

① 次の場合は「失格」とする。 

a.「警告」⇒「注意１」⇒「注意 2」⇒「注意 3」⇒「注意 4＝失格」 

b.試合中、審判員の指示に従わない場合。 

c.粗暴な振舞い、とくに悪質な「反則」をした場合。 

d.判定前に雄たけびを上げたり、「判定勝ち」「 一本勝ち」「 技有り」などの後でガッツポーズを試合場で⾏ 

うなど、相手に対して礼節を欠く試合態度と見なされた場合。 

e.試合出場の呼び出しを受け、その時に 1 分間試合場に上がることなく出場意思を示さない場合。 

f.規定の体重をオーバーした場合。 

 

[反則勝ち] 

審判が見えなかった反則や故意ではなく反則に取りにくいアクシデントにより負傷し、回復するための時間を 

与えたが、大会運営上遅延可能な回復時間を経過したのちも試合続⾏不可能となった場合、「反則勝ち」となる。 

しかし、この規定で「反則勝ち」した 選手は次の試合に出場することはできない。 

 

試合時間 本戦→延長（マスト判定） 

 本戦 延長戦 

新人戦 全クラス 1分マスト  

初級戦～上級戦 共通 

幼年 1分 1分（マスト判定） 

小学１年生～2年生 1分 30秒 1分（マスト判定） 

小学３年生～中学生 1分 30秒 1分 30秒（マスト判定） 

高校生 2分 2分（マスト判定） 

ミドル・マスターズ 1分 30秒 1分（マスト判定） 

シニア 1分 1分（マスト判定） 

一般 初中級 2分 2分（マスト判定） 

一般 上級 2分 2分（マスト判定） 



 

 

道着・サポーター類の注意事項 

 ①帯留は必ず使用して下さい。 

 ②ファールカップ、アンダーガードはズボンの下に着用して下さい。 

 ③男子選手はＴシャツ着用不可、女子選手は白色のみ可とさせて頂きます。 

 ④女子チェストガードはＴシャツの上に着用して下さい。 

 ⑤赤コーナーの選手が用いる赤紐は各自で用意して下さい。 

 ⑥選手は 5試合前までに該当コートへ集合して下さい。選手係は選手を探す事は行いません。 

 

 

 

大会会場における注意事項 

①館内は土足厳禁。各自ビニール袋をご用意の上、靴管理をお願い致します。 

②会場出入口への靴放置はご遠慮下さい。 

③ ゴミは各自で必ずお持ち帰り下さい。公共施設敷地内は全て＜禁煙＞となります。 

④ 施設駐車場は限り有。電車等の公共交通機関をご利用下さい。 

⑤体育館関係者、大会スタッフ、審判、警備員への暴言等、非礼な振る舞いはご遠慮下

さい。問題発生時には撮影保存の上、協議材料と致します。 

 

上記に反する事項が発生した場合、所属道場単位での出場をお断りする場合がございます。 

 



大会規定防具ガイド（着用防具はすべて各自で用意してください。） 

（極真拳武會オフィシャルサポーターはすべて使用ＯＫです。） 

 

拳サポーター 

 

イサミ製 品番 L－３６５ Ｌ－３０５８ 

もしくは上記製品に準じた物（色の指定はありません。） 

（ナックル部分が劣化して薄い物、著しく傷んでいる物は禁止） 

JKJO 指定防具の拳サポーターも可 

スネサポーター イサミ製 品番Ｌ－２２７ 品番Ｌ－２８９ 

もしくは上記製品に準じた物（色の指定はありません。） 

JKJO 指定防具も可 

 

ヒザサポーター イサミ製 品番Ｌ-１２２Ｉ  商品名 ローキックサポーター 

イサミ製 品番Ｌ-１２０   商品名 ニーキャップガード 

イサミ製 品番Ｌ-１１０３ 商品名 ニーガード 

もしくは上記製品に準じた物 （色の指定はありません。） 

JKJO 指定防具も可 

金的ファールカップ 

金属製カップは使用不可 

イサミ製 品番Ｌ６７２   商品名 金的サポーター  

もしくは上記製品に準じた物 （色の指定はありません。） 

ヘッドガード 

（インナーシールドは任
意とします。） 
 

 

イサミ製 品番ＴＴ-２５ かＣＫＷ-１０ 

もしくは上記製品に準じた物 （色の指定はありません。） 

JKJO 指定防具も可プラスチック面も可とします。 

 

チェストサポーター 

 

東京堂製の心臓震盪予防サポーター 

JFKO（全日本フルコンタクト空手道連盟） 

での指定製品のみ使用可とします。 

他社の類似商品は使用できません。 

女子選手はイサミ製の胸ガード(TT-28)を着用の場合は 

チェストサポーターの着用義務はありません。 

女子チェストガード イサミ製 胸ガード 品番 ＴＴ－２８ 

もしくは上記製品に準じた物。 

※パッドが入ったスポーツブラタイプも可 

赤ひも 腰に巻く赤紐です。 

もしくは帯に取り付ける形でお願いいたします。 



１　競技の進め方　　トーナメント形式とする。

（１）　予選
同時演武で対戦し、準決勝までを予選とする。予選指定型を演武し、旗判定によって勝敗を決する。
（２）　決勝
決勝戦は、指定された型、もしくは指定された型の内一つを選択して演武し、旗判定によって勝敗を決する。

①　立ち方、突き、蹴り、打ち、受けの技が、正しい目付の元に正確である事。

②　中間動作が適切であり、無駄な動きがないこと。

③　重心の移動やバランスに優れていること。

①　速く動くべきところが速く動けていること。

②　緩やかに動くべきところが緩やかに動けていること。

③　連続動作が用法に適したリズムで動けていること。

①　力のいれるべき所に適当な力が入っていること。

②　力を抜くべき所で力が抜けていること。

③　技の威力が表現できているか。

①　息吹や気合が適切にできているか。

②　呼吸の乱れがなく、動作との調和が図れているか。

以下の項目で減点または失格とすることがある。
①申告（指定された）した型名と実際の演武型が異なる場合→失格
②演武開始時、選手が言う型名と実際の演武型が異なる場合→失格
③型の演武を中断した場合は失格。一時的な中断の場合は減点をする。
④型の動作をとばしてしまった場合→減点
⑤その他、主審が判断し、副審と合議の上で判断する。判断に迷う場合は、型競技審判長の裁可に従う。

競技の進行
①　選手は呼名されたら礼をして試合場に入り、紅白戦に立つ。
②　主審の「正面に礼」の号令で礼をする。
③　主審が右手を上げたのを合図に型を開始する。
④　型を開始する際は、
　　　・大きな声でゆっくり正確に型名を言ってから動作を開始する。
　　　・黙想が入る型は、黙想を行ってから型名を言う。
　この際、以下項目に留意する事。
　　　・型名を絶叫するように言う事は禁止とする。型名を聞き取れなかった場合は失格とする。
　　　・余計な号令はかけてはならない。　例　太極その１、【用意！】　用意部分が余計である。
　　　・型が終了したら自分で直り、主審の号令を待つ。
　　　・主審の「判定を取ります」の号令で審判団が一斉に旗を上げる。
　　　・主審の「正面に礼」の号令で、選手は礼をして退場する。

競技上の注意点
①　仮想敵をしっかりと捉えて動作を行えることが肝要である。目付は相手を察知する心（＊１）を通して自然に行い
　　 ただ凝視すれば良いわけではない。型では複数の相手を想定しているので一方の敵に対し、一旦首だけを向け
　　 あらためて動き出すような類の動きでは、見ている方以外の相手を全く意識しておらず、正しい目付とはいえない
　　 その後に繰り出される技がどんなに素晴らしくても、不正確な目付という意味で減点対象になる場合もある。

＊１　平安その３第20教程目のように実際の目は正面を見ていても、心（意識）が後方の相手をしっかりと捉えて
　　　 いるような目付もある。

②　相手の存在を無視したような、いたずらに足を高く上げて蹴る行為や、演武線を踏み外したような行為は、どん
　　 なに見栄えが良くとも加点にはならず、むしろ理合いの外れた不正確な動作として減点対象となる場合がある。

③　動作を行うにあたり、無駄な動作や無駄な重心移動は行わない。その後に繰り出される技がどんなに素晴らし
　　 くても、無駄な動作がともなえば減点対象となる場合もある。

④　立ち方が決ると同時に受ける、突く、蹴るなど、各動作に要求される要素を正しく表現出来ることが大切である。
　　 例えば、立ち方が決ると同時に突くべき動作では、立ち方が決ってから突いたのでは不正確な動作として減点
　　 対象となる場合もある。

動作の正確さ

技の緩急

力の強弱

息の調整

判定基準

極真拳武會　型競技規定


